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陳情の趣旨

　現在、千倉町大貫区の 20ha（東京ドーム約４つ分）を建設予定地とする、安房３市１町（館山市、

南房総市、鴨川市、鋸南町）の広域ごみ処理施設建設計画が進められています。この場所は地区の

中でも手つかずの自然が残る森林地帯であるばかりか、瀬戸川の水源、および川尻川の上流域とし

て多くの湧水、水脈の発生地点の１つにあたります。２本の川は共に農業用水としても活用されて

いますし、地下水脈は井戸水として使用されています。

　大規模な建設工事がこれらの環境を破壊し、多くの水脈、地下水系に予測不能な変化を引き起こすと専

門家は指摘しています。

　「造ってはいけない」この場所に、212 億円もの巨費を投じ、24時間休み無く燃焼し続ける焼却炉、

「化学物質過敏症」を引き起こすと指摘されているマテリアルリサイクル施設、そして半永久的に有害物

質を含んだ焼却灰を溜めたままの最終処分場、を造る今回の計画に、私たちは強い疑問をいだきます。

　多くの市民が、有害物質の飛散や流失、施設の破損等によって、農産物や漁業への悪影響や健康

被害など、高い危険性と隣り合わせで生活することを強いられます。この建設計画は、その影響の大

きさを考えても地元大貫区の了承だけで進行できる計画では無いと考えます。

　よって、本計画の見直しを「最大の勇気」を持って決断されますよう、署名簿を添え陳情いたします。

陳情事項

　①　大切な川の水源にあたる、現在の建設予定地を見直すこと。

　②　現地調査が終了する前に、正しい情報公開と質疑応答を前提とした説明会を、

　　　多くの住民に周知させたうえで開くこと。

　③　人口の減少に伴うごみの減量を考慮し、多額な税金を使う今の施設建設計画を見直すこと。
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